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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ショーケースのケース本体における収納室の底部を構成し、かつ前後方向に沿ってスラ
イド移動可能なデッキにおいて、
　左右一対のデッキフレームと、該デッキフレームに架設されて上面が商品を載置するた
めの載置面を構成するデッキ板とを有するデッキ本体部と、
　左右一対のアーム部を介して前記デッキ本体部の前端部より離隔する態様で配設される
とともに、前記アーム部とともに前記デッキ本体部との間に前記収納室の内部の空気を吸
い込むための吸込口を形成し、かつ上端部が前記載置面よりも上方に突出するフェンス部
と
　を備え、
　前記フェンス部は、光透過性を有する平板状部材により構成され、かつ前記アーム部の
基端部が前記デッキフレームの水平延在部の前端部における上面又は下面に接する態様で
取付位置を変更することで前記載置面からの上方への突出高さを変更可能であることを特
徴とするデッキ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、デッキに関し、より詳細には、ショーケースのケース本体における収納室の
底部を構成し、かつ前後方向に沿ってスライド移動可能なデッキに関するものである。
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【背景技術】
【０００２】
　従来、前面に開口が形成されたケース本体の収納室に商品陳列棚が上下方向に沿って複
数段設けられ、各商品陳列棚に商品が陳列されたオープンショーケースと称されるショー
ケースが知られている。
【０００３】
　このようなショーケースには、収納室の底部を構成するデッキが設けられている。デッ
キは、上記商品陳列棚と同様に商品を載置するもので、前後方向に沿ってスライド移動可
能なものである。このデッキの前端部には、ケース本体内であって収納室外となる空気通
路に連通する吸込口が設けられている。
【０００４】
　かかるショーケースでは、上記空気通路に配設された循環ファンが駆動すると、収納室
の内部の空気が吸込口を通じて空気通路を通過し、該空気通路に配設された蒸発器で冷却
される。冷却された空気は、収納室に設けられた吹出口を通じて収納室に吹き出される。
吹出口を通じて吹き出された空気が再び吸込口に吸い込まれて循環することにより、収納
室の前端部にエアカーテンが形成され、商品陳列棚に陳列された商品が所望の温度に冷却
されて保持される（例えば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００９－１１２６７０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ところで、特許文献１に提案されているショーケースでは、デッキの前端部に吸込口が
形成されているために次のような問題があった。
【０００７】
　ケース本体においては収納室の下側の空気通路における下方域には機械室が形成されて
いる。この機械室には、上記蒸発器とともに冷凍サイクルを構成する圧縮機や凝縮器等の
冷凍機器が配設されており、凝縮器の近傍に配設された凝縮器ファンを駆動させることに
より機械室の前面開口から取り込んだ外気が冷凍機器の周囲を通過するようにしている。
つまり、デッキの前端部に形成された吸込口と機械室の前面開口とが比較的近くに配設さ
れており、凝縮器ファンの駆動により外気が前面開口に吸い込まれることで、吸込口に向
けて流れる収納室の内部の空気の一部が凝縮器ファンにより前面開口に吸い込まれてしま
うことがあった。このように前面開口に吸い込まれてしまうと、収納室の前端部にエアカ
ーテンが良好に形成されず、収納室の商品が良好に冷却されない事態を引き起こす虞れが
あり、好ましくない。
【０００８】
　本発明は、上記実情に鑑みて、吸込口に向けて流れる収納室の内部の空気が収納室の外
部に吸い込まれることを抑制することができるデッキを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記目的を達成するために、本発明に係るデッキは、ショーケースのケース本体におけ
る収納室の底部を構成し、かつ前後方向に沿ってスライド移動可能なデッキにおいて、商
品を載置するための載置面を有するデッキ本体部と、左右一対のアーム部を介して前記デ
ッキ本体部の前端部より離隔する態様で配設されるとともに、前記アーム部とともに前記
デッキ本体部との間に前記収納室の内部の空気を吸い込むための吸込口を形成し、かつ上
端部が前記デッキ本体部の載置面よりも上方に突出するフェンス部とを備えたことを特徴
とする。
【００１０】
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　また本発明は、上記デッキにおいて、前記フェンス部は、前記デッキ本体部に対する前
記アーム部の取付位置を変更することで該デッキ本体部の載置面からの上方への突出高さ
を変更可能であることを特徴とする。
【００１１】
　また本発明は、上記デッキにおいて、前記フェンス部は、光透過性を有する平板状部材
により構成されることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、左右一対のアーム部を介して商品を載置するための載置面を有するデ
ッキ本体部の前端部より離隔する態様で配設されたフェンス部が、アーム部とともにデッ
キ本体部との間に収納室の内部の空気を吸い込むための吸込口を形成するとともに、上端
部がデッキ本体部の載置面よりも上方に突出しているので、吸込口に向けて流れる収納室
の内部の空気が収納室の外部に吸い込まれることを抑制することができるという効果を奏
する。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】図１は、本発明の実施の形態であるデッキが適用されたショーケースの内部構造
を右方から見た場合を示す断面側面図である。
【図２】図２は、図１に示したデッキの平面図である。
【図３】図３は、図２におけるＡ－Ａ線断面図である。
【図４】図４は、図１～図３に示したデッキの要部を右方から見た場合を示す断面側面図
である。
【図５】図５は、図１～図３に示したデッキの要部を右方から見た場合を示す断面側面図
である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下に添付図面を参照して、本発明に係るデッキの好適な実施の形態について詳細に説
明する。
【００１５】
　図１は、本発明の実施の形態であるデッキが適用されたショーケースの内部構造を右方
から見た場合を示す断面側面図である。ここで例示するショーケースは、ケース本体１を
備えている。
【００１６】
　ケース本体１は、前面に開口（以下、前面開口ともいう）１ａが形成された略直方状の
断熱筐体であり、その内部には収納室２が画成されているとともに、空気循環手段３が設
けられている。
【００１７】
　収納室２は、上記前面開口１ａを臨む態様で画成された室であり、複数（図示の例では
４つ）の商品陳列棚１０が上下方向に沿って複数段並べて配設されているとともに底部に
はデッキ２０が配設されている。このデッキ２０は、収納室２の底部を構成するものであ
り、詳細は後述するが、前方部分に吸込口６を有している。
【００１８】
　空気循環手段３は、空気通路４と循環ファン５とを備えて構成されている。空気通路４
は、上記吸込口６から吹出口７に至る空気の通路である。吹出口７は、収納室２に空気を
吹き出すための開口である。この吹出口７は、収納室２の左右方向に延設されており、収
納室２の上側前方縁部、すなわちケース本体１の前面開口１ａ近傍の上部に配設されてい
る。
【００１９】
　このような空気通路４は、収納室２の外部であってデッキ２０の下方にある下側ダクト
４ａと、収納室２の外部であってその背面側にある背面側ダクト４ｂと、収納室２の外部
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であってその上方にある上側ダクト４ｃとを互いに連通した態様で構成されている。
【００２０】
　循環ファン５は、空気を循環させるものであり、下側ダクト４ａの所定部位に配設され
ている。本実施の形態においては、循環ファン５は下側ダクト４ａの所定部位に配設され
ているが、本発明では、循環ファン５の配設位置は特に限定されるものではなく、後述す
る循環ファン５の機能を発揮することができる個所であればどこに配設しても構わない。
【００２１】
　このような空気循環手段３においては、循環ファン５が駆動することにより吸込口６を
通じて収納室２の内部の空気（内部空気）を吸い込み、吸い込んだ空気が空気通路４を通
過する態様で吹出口７まで送出し、吹出口７を通じて送出した空気を収納室２の内部に吹
き出すことにより、収納室２の内部と外部との間で空気を循環させて、収納室２の前面開
口１ａ近傍にエアカーテンを形成するものである。
【００２２】
　上記空気通路４の背面側ダクト４ｂには、蒸発器８が設けられている。蒸発器８は、圧
縮機９や凝縮器１１及び膨張機構（図示せず）とともに冷媒を循環させる冷凍サイクルを
構成する。ここに圧縮機９は、冷媒を圧縮するものであり、凝縮器１１は、圧縮機９で圧
縮された冷媒を凝縮させるものである。膨張機構は、凝縮器１１で凝縮された冷媒を断熱
膨張させて低温低圧の状態にさせるものである。これら圧縮機９、凝縮器１１及び膨張機
構は、下側ダクト４ａの下方域となるケース本体１の機械室１２に設けられている。この
機械室１２においては、前面壁に導入口１３が形成されているとともに、凝縮器１１の後
方側に凝縮器ファン１４が配設されている。凝縮器ファン１４は、駆動することにより、
導入口１３を通じて外気を吸い込み、凝縮器１１の周囲を通過させた後に、後方側に送出
するものである。
【００２３】
　蒸発器８は、循環ファン５が駆動することにより背面側ダクト４ｂを下方から上方に向
けて通過する空気と、膨張機構で断熱膨張させた冷媒とを熱交換させるもの、より詳細に
は、冷媒を蒸発させることにより背面側ダクト４ｂを通過する空気を冷却するものである
。この蒸発器８で蒸発した冷媒は、再び圧縮機９に戻り圧縮されることになる。
【００２４】
　図２は、図１に示したデッキ２０の平面図であり、図３は、図２におけるＡ－Ａ線断面
図である。ここで例示するデッキ２０は、デッキブラケット３０に支持されるもので、デ
ッキ本体部２１と、アーム部２２と、フェンス部２３とを備えて構成されている。
【００２５】
　デッキブラケット３０は、左右一対のものであり、それぞれの前後方向が長手方向とな
る長尺状のものである。これらデッキブラケット３０は、互いの内面が対向する態様でケ
ース本体１に配設されている。尚、ここでいう「内面」とは、左側のデッキブラケット３
０では右面をさし、右側のデッキブラケット３０では左面をさすものとする。
【００２６】
　デッキ本体部２１は、デッキフレーム２１１とデッキ板２１２とを備えている。デッキ
フレーム２１１は、左右一対のものであり、それぞれの前後方向が長手方向となる長尺状
のものである。これらデッキフレーム２１１は、互いの内面が対向しており、図には明示
していないが互いの後端部同士が連結されている。尚、ここでいう「内面」とは、左側の
デッキフレーム２１１では右面をさし、右側のデッキフレーム２１１では左面をさすもの
とする。
【００２７】
　これらデッキフレーム２１１には、水平延在部２１１ａが形成されているとともに各外
面にレール部材２４が設けられている。より詳細に説明すると次のようになる。左側のデ
ッキフレーム２１１の上端部には、左方に向けて屈曲された水平延在部２１１ａが形成さ
れており、右側のデッキフレーム２１１の上端部には、右方に向けて屈曲された水平延在
部２１１ａが形成されている。また、左側のデッキフレーム２１１の左面にレール部材２
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４が設けられており、右側のデッキフレーム２１１の右面にレール部材２４が設けられて
いる。
【００２８】
　レール部材２４は、従来公知のものであり、前方から見た場合の縦断面が略コ字状をな
し、前後方向が長手方向となる長尺棒状体である。これらレール部材２４は、対応するデ
ッキブラケット３０の内面に設けられたブラケットローラ３１の進入を許容し、かつブラ
ケットローラ３１を転動させるものである。
【００２９】
　デッキ板２１２は、前端部及び後端部が上方に屈曲された平板状部材であり、左右両端
部が各デッキフレーム２１１の内面から突出する突部２１１ｂに載置されてこれらデッキ
フレーム２１１に架設されている。このデッキ板２１２の上面は、商品を載置するための
載置面２１２ａを構成している。
【００３０】
　アーム部２２は、左右一対のものであり、それぞれが対応するデッキ本体部２１に取り
付けられている。より詳細に説明すると次のようになる。左側のアーム部２２は、基端部
の締結片２２１が左側のデッキフレーム２１１における水平延在部２１１ａの前端部の上
面に載置され、該締結片２２１及び該水平延在部２１１ａに形成された図示せぬネジ孔を
化粧ネジ２５が挿通して螺合することで取り付けられている。右側のアーム部２２は、基
端部の締結片２２１が右側のデッキフレーム２１１における水平延在部２１１ａの前端部
の上面に載置され、該締結片２２１及び該水平延在部２１１ａに形成された図示せぬネジ
孔を化粧ネジ２５が挿通して螺合することで取り付けられている。
【００３１】
　これらアーム部２２の先端部には、他のアーム部２２と対向する内面に支持部２２２が
形成されている。支持部２２２は、前後方向に離隔した２つの突起部２２２ａが上下方向
に沿って延在しており、互いの間にフェンス部２３の端部を挿入させて挟み込むようにし
て支持するものである。
【００３２】
　フェンス部２３は、例えばアクリル樹脂等の樹脂材から構成された光透過性を有する平
板状部材であり、左右方向が長手方向となるものである。このフェンス部２３は、左右両
端部が左右一対のアーム部２２の先端部における支持部２２２に挟持されることでデッキ
本体部２１（デッキ板２１２）との前端部より離隔して設けられている。より詳細には、
フェンス部２３は、上端部２３１がデッキ板２１２の載置面２１２ａよりも上方に突出す
る態様でアーム部２２に挟持されて配設されている。
【００３３】
　かかるフェンス部２３は、これらアーム部２２とともにデッキ本体部２１（デッキ板２
１２）との間に上記吸込口６を形成している。吸込口６は、上述したように収納室２の内
部空気を吸い込みための開口である。
【００３４】
　以上のような構成を有するデッキ２０においては、レール部材２４に進入するブラケッ
トローラ３１が転動することで、図４に示すように、デッキブラケット３０に対してデッ
キ２０（デッキ本体部２１、アーム部２２及びフェンス部２３）を前後方向に沿ってスラ
イド移動させることができる。
【００３５】
　また上記デッキ２０においては、アーム部２２の締結片２２１が対応するデッキフレー
ム２１１の水平延在部２１１ａの下面に接した状態でネジ孔を挿通する化粧ネジ２５が螺
合することで、図５に示すように、アーム部２２を対応するデッキフレーム２１１の水平
延在部２１１ａの下面に取り付けることができる。このようにアーム部２２を対応するデ
ッキフレーム２１１の水平延在部２１１ａに下面に取り付けることで、フェンス部２３の
上端部２３１の載置面２１２ａからの上方への突出高さを小さくすることができる。つま
り、上記デッキ２０において、フェンス部２３は、デッキ本体部２１（デッキフレーム２
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１１）に対するアーム部２２の取付位置を変更することで上端部２３１の載置面２１２ａ
からの上方への突出高さを変更することが可能である。
【００３６】
　以上説明したように本実施の形態であるデッキ２０によれば、アーム部２２を介して載
置面２１２ａを有するデッキ本体部２１の前端部より離隔する態様で配設されたフェンス
部２３が、該アーム部２２とともにデッキ本体部２１との間に吸込口６を形成するととも
に、その上端部２３１が載置面２１２ａよりも上方に突出しているので、凝縮器ファン１
４の駆動により吸込口６に近接する導入口１３から外気を導入している場合でも、吸込口
６に向けて流れる収納室２の内部の空気が導入口１３に導入される虞れがない。これによ
り、吸込口６に向けて流れる収納室２の内部の空気が収納室２の外部に吸い込まれること
を抑制することができる。この結果、エアカーテンの冷気漏れを抑制し、省エネルギー化
を図ることができる。
【００３７】
　上記デッキ２０によれば、前後方向に沿ってスライド移動できるので、載置面２１２ａ
に商品を載置する商品の補充作業を容易に行うことができる。
【００３８】
　上記デッキ２０によれば、デッキ本体部２１（デッキフレーム２１１）に対するアーム
部２２の取付位置を変更することでフェンス部２３における上端部２３１の載置面２１２
ａからの上方への突出高さを変更することが可能であるので、フェンス部２３における上
端部２３１の載置面２１２ａからの上方への突出高さを低減させて載置面２１２ａに載置
される商品の取り出しを容易なものとすることができる。また、フェンス部２３における
上端部２３１の載置面２１２ａからの上方への突出高さを増大させてエアカーテンの冷気
漏れを抑制して省エネルギー化を図ることができる。
【００３９】
　上記デッキ２０によれば、フェンス部２３は、光透過性を有する平板状部材であるので
、載置面２１２ａに載置されて陳列される商品の視認性を良好に確保することができる。
【００４０】
　以上、本発明の好適な実施の形態について説明したが、本発明はこれに限定されるもの
ではなく、種々の変更を行うことができる。
【００４１】
　上述した実施の形態では、ブラケットローラ３１がレール部材２４に進入して転動する
ことでデッキブラケット３０に対してデッキ２０が前後方向に沿ってスライド移動可能な
ものであったが、本発明においては、デッキ２０の前後方向に沿ってのスライド移動の形
態はこれに限定されるものではなく、種々の変更を行うことができる。
【００４２】
　上述した実施の形態では、デッキ本体部２１に対するアーム部２２の取付位置の変更を
、化粧ネジ２５を用いて行っていたが、本発明においては、化粧ネジ２５以外にてデッキ
本体部に対するアーム部の取付位置の変更を行ってもよい。例えば、上下方向に沿って延
在する長孔を設け、かかる長孔の内部をスライド移動可能な部材を設けて該部材が長孔を
スライド移動することでデッキ本体部に対するアーム部の取付位置の変更を行うようにし
てもよい。
【符号の説明】
【００４３】
　　　　１　ケース本体
　　　１ａ　前面開口
　　　　２　収納室
　　　　３　空気循環手段
　　　　６　吸込口
　　　　７　吹出口
　　　１０　商品陳列棚
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　　　２０　デッキ
　　　２１　デッキ本体部
　　２１１　デッキフレーム
　２１１ａ　水平延在部
　　２１２　デッキ板
　２１２ａ　載置面
　　　２２　アーム部
　　２２１　締結片
　　２２２　支持部
　　　２３　フェンス部
　　２３１　上端部
　　　２４　レール部材
　　　３０　デッキブラケット

【図１】 【図２】

【図３】
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